
補聴援助システム「ロジャー」のご紹介

ソノヴァ・ジャパン株式会社
フォナック補聴器



ロジャー セレクト

成人向け ロジャー送信機
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首かけモード 卓上モード セレクトモード

ロジャー セレクト：3つの使い方

1. ロジャー製品のご紹介

自分で聞きたい方向が選べる



マグネットクリップ

~20㎝の指向性

常に上の方向に指向性が働きます

ロジャー セレクト：首かけモード

２つの装着スタイル

1. ロジャー製品のご紹介

ネックストラップ



マルチビームテクノロジー

3つのマイクロホンと

3つのバーチャル マイクロホン
により6方向/360度、その瞬間
の話し手の声をビームのように
捉えます。

~100㎝の指向性
一番大きな声の方向に

自動的に指向性が働きます

ロジャー セレクト：卓上モード

1. ロジャー製品のご紹介
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~100㎝の指向性

ロジャー セレクト：セレクトモード

特定の方向の人の声を聞きたい
時にマニュアルで指向性の方向
を選択（セレクト）できます。

選択した方向の声を集音します。

自分で好きな方向を選べます

1. ロジャー製品のご紹介



テレビ等の音響機器
の音を受信機に送信

ブルートゥース機能搭載の携帯電話で
ハンズフリー通話

ロジャー セレクトの特徴

1. ロジャー製品のご紹介



磁気ループ
補聴システム

赤外線
補聴システム

デジタル
補聴システム

スピーカー
システム

音声文字化
アプリ

FM
補聴システム

2. 補聴援助システムの使用環境と用途



例）国立筑波大学聴覚特別支援学校他

ループアンプ

Tコイル利用

受信機利用

音声入力端子

受信機 マイクロホン

デジタル補聴システムと
ヒアリングループの併用

2. 補聴援助システムの使用環境と用途



例）大学や企業

マイクロホン

iPhone/iPad 
& 文字化アプリ

受信機

マイクロホン

受信機
iPhone/iPad
＆文字化アプリ

デジタル補聴システムと
音声文字化アプリの併用

2. 補聴援助システムの使用環境と用途



障害者差別解消法障害者総合支援法

3. 公的支援



3. 公的支援

基準内申請

身体障害者福祉法 知的障害者福祉法

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

児童福祉法

障害者自立支援法

障害者総合支援法 特例補装具申請
ロジャー

補装具申請
FM

基準外申請



障害者総合支援法(デジタル補聴システムの申請)

• 障害者総合支援法による特例補装具申請

• 送受信機合計： 178,000円（片耳）

258,000円（両耳）

• 自己負担： 1割

⇒17,800円(片耳) / 25,800 (両耳) +消費税

障害者総合支援法に基づく補装具の種目、購入又は
修理に要する費用の額の算定等に関する基準

受信機

オーディオシュー
送信機（マイク）

3. 公的支援



障害者差別解消法

障害を理由とする差別の解消を推進することにより、すべての国民が障害の有無によって
分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指し、
「障害者差別解消法」が平成25年6月26日に公布されました。（平成28年4月1日施行）

行政機関
（国公立大学、官公庁等）

民間事業所
（私立大学、企業、個人事業者等）

不当な差別的取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務 努力義務

合理的配慮の考え方

高等教育機関や民間事業者による情報保障機器としての導入が増加

3. 公的支援



障害者差別解消法

「合理的配慮」

当事者からの訴えがあって初めて合理的配慮の
義務/努力義務が発生

「セルフアドボカシー」

自分で自分の障がいをきちんと理解し、周囲に
分かりやすく説明をして、自ら進んで必要な配慮
（サポート）を合理的に要求することのできる力

3. 公的支援



合理的配慮の事例

佛教大学様

導入： 2017年3月

導入機器

<マイクロホン>

① ロジャー タッチスクリ―ンマイク （2台）

② パスアラウンドマイク （2台）

<受信機>

③ ロジャー マイリンク （2台）

3. 公的支援



ロジャー/FM導入実績（大学）

3. 公的支援

100校以上



申請代表校：京都大学
共同申請校：広島大学
・2校で障害学生支援の促進に寄与する事業を実施
・文部科学省，日本学生支援機構，その他の障害学生支援を
実施する関係機関や，企業・地方自治体，初等中等教育機関
などの地域を形成するコミュニティと連携しつつ，高等教育における
障害学生支援プラットフォームを形成
・将来的には，全国的な障害学生支援スタンダードの構築を
目指す

申請代表校：東京大学
共同申請校：筑波大学、富山大学
・以下の3 つの柱について，全国の大学や企業等との連携を背景
として体制構築
①障害学生支援のスタンダードの構築
②キャリア移行・就労移行の充実
③障害学生のエンパワメントの支援
・連携構築については，共同事業を核として，全国高等教育障
害学生支援協議会（AHEAD JAPAN）等を参加機関として，
全国の大学と上記の 3 つの柱についてのネットワーク事業を展開す
るプラットフォームを構築することで実現

文部科学省 「社会で活躍する障害学生支援プラットフォーム形成事業の公募」

3. 公的支援



合理的配慮の事例

全日本空輸株式会社 （ANA）様

導入： 2017年6月

導入機器

<マイクロホン>

① ロジャー タッチスクリ―ンマイク （2台）

<受信機>

② ロジャー マイリンク （2台）

3. 公的支援



合理的配慮の事例

ヤマハ発動機株式会社様

導入： 2017年12月

導入機器

<マイクロホン>

① ロジャー ペン （5台）

<受信機>

② ロジャー マイリンク （5台）

3. 公的支援



ロジャー/FM導入実績（企業）

旧NTTソフトウェア(株)

旧トヨタアドミニスタ(株)

3. 公的支援

20社以上



ご清聴ありがとうございました。


